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ＳＶドネーション（寄付）ストラップ 
このたびスポーツボランティアＳＶ２００４は、組織のシンボルと

して、また、活動資金の確保に向けて寄付金付のドネーション

ストラップを作成いたします。２００５年版は限定１００個、１２月

中旬より１個１，０００円にて販売いたします。ぜひ、ご協力下さ

い。 < 無くなり次第終了とさせていただきます > 

楽十感に

１個につき４００

円ほどが寄付金と

なります。よろし

くお願いします。 

全国ホームタウンサミット特集 
 
ホームタウンサミットは全国のＪチームをサポートする人々（ボランティア・地域支援組織・行政・クラブなど）が年に一度集り、さま

ざまなテーマに基づき意見を交換し、交流を深めるイベントであり、今年は大阪で開催、ＳＶからは５人が自費参加しました。 
< 参加報告 >     一部抜粋 （詳細はＳＶホームページでご覧下さい）   

基 調 講 演 ････････････････････････････････････････････････････････････････・・・・・・・・・・・・ 

J リーグホームタウンサミットは、長居競技場の中で行われた。基調講演は、元ヤンマー監督、鬼武健二氏がおこなっ
た。ヤンマー、セレッソと移り変わる中での、ホームタウンという位置づけについての氏自身の考え方を、決して押し

付けではなく、論議の幕開けのように熱く語った。 
見 学 会 ･･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････・・・・・・・・・・・・・・・・ 

分科会までの間、長居競技場の中を探索した。仙台スタジアムや宮城スタジアムとどうしても比較してしまう。競技場

としてはやや古臭い感じがする建物であり、かつバリアフリーとは決していいがたい構造であった。ただ、ロッカール

ームやアップ場など、あちこちに選手の息吹を感じるものが確かにあった。 
分 科 会 ･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････・・・・・・・・・・・・・・ 

第三分科会に入った。「Jリーグから始まったスポーツボランティア」というテーマであり、もっとも参加者が多い。
もちろん、ボランティアが圧倒的多数ではあるが、チーム、まち、それに他のプロスポーツチーム関係者まで加わった。

３つの班に分かれてのディスカッションである。 
懇 親 会 ･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････・・・・・・・・・・・・ 

会場を大阪城近く、京橋の太閤園に移しての懇親会。みんなが各チームのレプリカを着ての和気藹々の懇親会で

ある。鬼武さんは「宮城スタジアムは決して壊してはだめですよ。スタジアムがあれば何でもできるが、なければ何も

できないのだから。人が集まることができる居場所こそ、ホームタウンになる可能性があるのだから」と話す。地域と

希薄な関係だったヤンマーと長居競技場を、いまや熱烈熱血な地域密着で知られるセレッソ大阪とそのホームタウンに

築いた人の言葉はさすがに重い。                        ＳＶ２００４ 副理事長  村松 淳司 
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会員募集中！自主企画も含めたＳＶ活動全般に参加する正会員とボランティア 

活動のみを行う準会員・活動趣旨に賛同するサポート会員があります 

入会方法】 
・年会費３千円（年度は４月～翌年３月）  ◎ 準会員・・・年会費２００円   ◎ サポート会員・・・年会費２千円 

） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

         ＳＶ活動報告（１１月） 
会（１名） 
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イベントの反省会や、各団体・組織との打合せの 

１１月２日（水）  せんだいＣＡＲＥＳ実行委員

    ５日（土）  ｂｊリーグ・仙台８９ＥＲＳ開幕戦  
    ７日（月）  仙台市文化スポーツ部打合せ 
    ８日（火）  ＳＶ－ＨＰトップページ更新  
     ９日（水）  環境班打合せ 
   １１日（金）  ラグビー反省会

   １２日（土）  エコハンドブック打合せ

   １４日（月）  環境班・研修班合同打合

   １５日（火）  仙台８９ＥＲＳ打合せ 
   １９日（土）  全国ホームタウンサミッ

            （～２０日・５名参加） 
   ２０日（日）   スポーツボランティア講
   ２１日（月）  仙台カップ反省会 （事業団） 
２３日（水）  楽天ボランティアの集い(SV表
２５日（金）  ８９ＥＲＳ班打合せ 

   ２８日（月）  楽天打合せ 
   ３０日（水）  盛さん打合せ

    
今月は

多い月でした。来年に向けての動きが始まっています。 

スポー ン ア講座が開催されています。 

どんなもの 

もの 
10月23日 マナーアップ 快適  

第３回講座に参加して】 山形Ａｉｌｅ 丹波 綾子さん 

てなしの気持ちで」お客さまに対しどのように

 
９ＥＲＳ班より 

ｊリーグ、チ

ＳＶ各班の活動紹介 

８

１１月に開幕したｂ

ームも好調なスタートをきりま

したが、今後のサポートのため、

ＳＶ有志で８９ＥＲＳ班の活動

も始まります。 

環境班より 
ポーツ・イベントで

日（木）に

環境班ではス

の「エコ・ステーション」の普及

促進のために、備品のレンタル化

を検討中です。この企画は「ふく

ふくファンド」より助成をうける

ことになりました。 
また、０６年１月１９

はごみ処理施設の見学会を仙台

市のワケル号バスで実施します。

現在までに４回の講座が行われました。 
6月19日  スポーツ・ボランティアって
7月31日 スポーツ・ボランティアリーダーに 

もとめられる

な観戦環境をつくる

11月20日 スポーツ・エコ・レクチャー 
 
【

いつもお世話になっているみなさんからのお誘いということもあり毎

回参加させていただいておりますが、今回のマナー講座は特に関心の

あるテーマでした。 

「ボランティアはおも

接したら良いか、もやもやしていた気持ちに答えが出ました。つい慣

れてしまっている普段の自分を見直すことで初心に戻り、気持ちを新

たにホームゲームに臨むことはとても大事なことです。私たちの間で

もぜひマナー講座を開催したいですね。お隣りにも講師の先生を貸し

てくださいね。 

 

ツ・ボラ ティ

トピック ① トピック ② 

研修班より 
研修会への参加あ

ポーツ・ボランティア講座(6)

今年の５回の

りがとうございました。０６年も

楽しい研修会をたくさん開催し

ます。 
 
ス

１月２２日（日）１３時より 

「ボランティアの可能性」 

～ 基本のまとめ 

 
 
 
 
 
 
【

◎ 正会員・・

◎ お支払い方法・・・正会員は郵便振込み 郵便口座 １８１９０－２５９３０６５１ ＳＶ２００４まで（振込み料はご負担願います

              準会員は郵便切手を２００円分同封にて下記住所にお送り下さい。（郵送料は別途ご負担願います） 
◎ 申し込み先 〒９８０－００１４ 仙台市青葉区本町２－８－１５ 市民活動サポートセンター ＳＶ２００４ 
                       レターケースＮＯ．５０ （必ずレターケースＮＯをご記入ください） 
◎ お問い合わせ  電話 ０９０－２３６０－２６４１  メール ｉｚｕｍｉｔａ＠ｄｍ．ｍｂｎ．ｏｒ．ｊｐ 
 


